
  
 
 
 
 
 

 

  

 

 
 

  

              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

       

     

１ 

県
文
化
課
と
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
設
置 

 
 

 

山
形
県
の
考
古
学
的
調
査
は
、
戦
後
山
形
大
学
の
柏

倉
亮
吉
先
生
を
中
心
に
、
旧
石
器
時
代
か
ら
平
安
時
代

ま
で
の
貴
重
な
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
行
政

と
し
て
本
格
的
な
遺
跡
の
調
査
が
行
わ
れ
た
の
は
、
一

九
七
三
年
の
山
形
県
教
育
委
員
会
文
化
課
の
設
置
と

埋
蔵
文
化
財
専
門
職
員
の
配
置
以
降
に
な
り
ま
す
。 

 

当
初
は
、
県
教
育
委
員
会
直
営
や
「
山
形
県
埋
蔵
文

化
財
緊
急
調
査
団
」
と
い
う
任
意
組
織
で
調
査
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
一
九
九
三
年
、
財
団
法
人
山
形
県
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
上
山
市
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。 

文
化
課
設
置
か
ら
四
十
五
年
間
、
県
や
県
内
の
各
市

町
村
に
よ
り
重
要
な
調
査
が
次
々
に
実
施
さ
れ
、
山
形

県
ひ
い
て
は
日
本
の
歴
史
を
書
き
換
え
て
き
ま
し
た
。 

現
在
山
形
県
内
に
は
約
六
千
ヶ
所
の
遺
跡
（
埋
蔵
文

化
財
包
蔵
地
）
が
あ
り
、
時
期
も
旧
石
器
時
代
か
ら
江

戸
時
代
ま
で
幅
広
い
時
代
に
及
ん
で
い
ま
す
。
以
下
に
、

山
形
県
内
の
主
な
発
掘
調
査
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

 ２ 

高
畠
町
日
向
洞
窟
の
発
掘
調
査 

《
図
１
》 

山形県 県史だより   第１３号 
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形
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学
四
十
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り
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形
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学
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《 図１》 
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大
谷
地
と
呼
ば
れ
る
置
賜
地
域
の
湿
地
帯
の
東
端

に
日
向
洞
窟
が
あ
り
ま
す
。
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
五

八
年
に
か
け
て
、
山
形
大
学
等
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
、
こ
の
洞
窟
の
中
か
ら
一
万
二
千
年
前
の
土
器

や
石
器
、
動
物
の
骨
等
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

《
図
１
》
右
上
の
土
器
の
破
片
は
当
時
日
本
で
一
番
古

い
土
器
と
さ
れ
た
も
の
で
、
新
潟
県
の
小
瀬
ケ
沢
洞
窟

と
と
も
に
、
「
草
創
期
」
と
い
う
縄
文
時
代
の
新
し
い

時
期
区
分
を
作
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
土
器
作

り
の
発
明
に
よ
り
、
肉
や
植
物
を
容
器
で
煮
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
食
べ
物
の
消
化
や
衛
生
面
で
食

生
活
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。 

《
図
１
》
右
下
は
、
一
九
五
八
年
の
日
向
洞
窟
第
三
次

調
査
の
記
念
写
真
で
す
。
若
き
日
の
柏
倉
亮
吉
先
生
や

山
内
清
男
先
生
の
顔
が
見
え
ま
す
。 

そ
の
後
一
九
八
七
年
に
、
高
畠
町
の
道
路
建
設
に
関

わ
っ
て
、
日
向
洞
窟
の
西
側
の
平
地
の
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
縄
文
時
代
草
創
期
の
人
々
の

住
ま
い
の
跡
や
石
器
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
っ
て
い
る

の
で
、
日
向
洞
窟
の
人
々
は
洞
窟
だ
け
で
な
く
、
野
外

に
も
住
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
二

〇
一
三
年
か
ら
東
北
芸
術
工
科
大
学
の
長
井
謙
治
氏

に
よ
っ
て
、
日
向
洞
窟
西
地
区
の
精
密
な
調
査
が
行
わ

れ
、
新
し
い
知
見
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。 

３ 

押お
ん

出だ
し

遺
跡
と
縄
文
時
代
の
生
活 

《
図
２
》 

押
出
遺
跡
は
高
畠
町
の
北
西
端
に
あ
り
ま
す
。
一
九

八
五
年
か
ら
三
年
間
、
山
形
県
教
育
委
員
会
が
発
掘
調

査
を
実
施
し
、
地
面
の
二
ｍ
下
か
ら
縄
文
時
代
の
ム
ラ

が
泥
炭
層
に
守
ら
れ
、
縄
文
生
活
の
イ
メ
ー
ジ
を
書
き

換
え
る
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
よ
う
な
姿
を
表
し
ま
し

た
。
《
図
２
》
右
は
遺
跡
の
発
掘
調
査
の
状
況
で
す
。

湿
地
帯
に
あ
る
た
め
、
鉄
板
を
打
ち
込
ん
で
土
が
崩
れ

な
い
よ
う
に
し
て
、
一
日
中
排
水
ポ
ン
プ
で
水
を
か
き

な
が
ら
の
調
査
に
な
り
ま
し
た
。
手
前
が
今
か
ら
五
千

七
百
年
前
の
縄
文
時
代
前
期
の
住
居
跡
で
、
床
が
沈
ま

な
い
よ
う
に
床
の
下
に
木
を
敷
い
て
い
ま
す
。
黒
く
丸

い
の
は
住
居
の
壁
を
作
る
た
め
に
打
ち
込
ん
だ
柱
で

す
。 

 

出
土
品
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
《
図
２
》
左
下
の
赤

と
黒
の
漆
で
渦
巻
の
文
様
な
ど
を
描
い
た
彩
漆
土
器

で
、
国
の
重
要
文
化
財
で
す
。
五
千
七
百
年
も
前
に
漆

を
作
る
技
術
が
あ
っ
た
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。 

４ 

稲
作
の
始
ま
り 

― 

酒
田
市
生お

石い
し

２
遺
跡
他 

 

《
図
３
》 

今
か
ら
二
千
三
百
年
前
、
山
形
県
に
東
日
本
と
ほ
ぼ

同
時
に
米
つ
く
り
の
弥
生
文
化
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。

酒
田
市
の
生
石
２
遺
跡
か
ら
は
、
青
森
県
砂
沢
遺
跡
と

よ
く
似
た
弥
生
前
期
末
の
土
器
と
、
炭
化
し
た
籾
、
土

器
の
底
に
付
い
た
籾
痕
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
石
２
遺
跡
の
土
器
に
は
、
縄
文
時
代
の
伝
統
を
強
く

残
す
も
の
と
弥
生
の
遠
賀
川
式
に
似
た
も
の
、
両
者
を

折
衷
し
た
よ
う
な
も
の
の
三
種
類
が
あ
り
、
米
つ
く
り

の
新
し
い
文
化
を
ど
う
受
け
入
れ
て
い
っ
た
か
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

山
形
県
で
弥
生
時
代
の
水
田
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
千
七
百
年
前
の
古
墳
時
代
前
期
に
な
る

と
、
山
形
市
梅
野
木
前
１
遺
跡
で
ム
ラ
と
水
田
が
一
緒

に
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。 

《 図２》 
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５ 

古
墳
時
代
の
ム
ラ 

― 

天
童
市
西
沼
田
遺
跡 

《
図
４
》 

《
図
４
》
は
古
墳
時
代
後
期
の
西
沼
田
遺
跡
の
集
落

跡
で
す
。
一
九
八
五
年
の
県
営
ほ
場
整
備
に
関
わ
る
発

掘
調
査
に
よ
っ
て
、
地
下
五
〇
㎝
か
ら
古
墳
時
代
の

家
の
建
築
部
材
や
村
が
そ
の
ま
ま
発
見
さ
れ
、
そ
の

重
要
性
か
ら
ほ
場
整
備
を
中
止
し
て
遺
跡
を
保
存
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
天
童
市
で
は
十
五
年
位
前

か
ら
、
こ
の
米
つ
く
り
を
し
た
古
代
の
ム
ラ
を
大
々

的
に
復
元
整
備
す
る
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ム

ラ
の
中
心
と
な
る
母
屋
の
建
物
や
、
脇
屋
、
米
な
ど

を
貯
蔵
す
る
高
床
式
倉
庫
が
復
元
さ
れ
、
集
落
の
西

側
に
は
当
時
の
水
田
や
水
路
も
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

遺
跡
の
管
理
運
営
は
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
西
沼
田
サ
ポ
ー
タ

ー
ズ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

６ 

城き
の

輪わ
の

柵さ
く

跡あ
と

の
発
掘
調
査 

《
図
５
》 

奈
良
時
代
の
初
め
七
一
二
年
に
出
羽
国
が
設
置
さ

れ
、
山
形
県
と
秋
田
県
の
南
部
が
そ
の
範
囲
に
入
り
ま

し
た
。
出
羽
国
の
政
治
的
中
心
地
と
し
て
庄
内
地
方
に

置
か
れ
た
出
羽
柵
は
、
和
銅
元
（
七
〇
八
）
年
建
郡
の

出
羽
郡
が
出
羽
国
と
な
っ
た
後
、
天
平
五
（
七
三
三
）

年
に
秋
田
村
高
清
水
岡
に
移
転
し
て
「
秋
田
城
」
と
改

称
さ
れ
ま
し
た
。
平
安
時
代
に
な
る
と
、
こ
れ
が
出
羽

国
府
と
し
て
、
山
形
県
酒
田
市
北
東
部
の
国
指
定
史
跡

「
城
輪
柵
跡
」
の
場
所
に
移
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

城
輪
柵
跡
は
、
そ
の
全
域
が
一
辺
約
七
二
〇
ｍ
の
外

郭
に
囲
ま
れ
、
そ
の
中
央
に
一
辺
一
一
五
ｍ
の
内
郭
・

政
庁
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
外
郭
は
《
図
５
》
右
上
の

写
真
の
よ
う
に
角
材
が
二
列
な
い
し
三
列
に
埋
め
込

ま
れ
、
二
列
と
し
て
も
総
延
長
が
六
㎞
に
な
り
、
直
径

三
〇
㎝
の
角
材
が
二
万
本
も
埋
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
大
変
な
労
力
を
か
け
た
施
設
に
な
り
ま
す
。 

内
郭
か
ら
は
、
《
図
５
》
右
下
の
写
真
の
よ
う
に
、

正
殿
・
後
殿
・
東
西
脇
殿
、
さ
ら
に
後
殿
に
付
属
す
る

建
物
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
郭
の
周
り
を
巡
る
築

地
土
塀
の
各
中
央
に
は
八
脚
門
が
開
い
て
お
り
、
《
図

《図４》 

《 図３ 》 

③ 



５
》
左
上
の
南
門
か
ら
は
幅
九
ｍ
の
大
路
が
の
び
て
い

ま
し
た
。
構
造
は
多
賀
城
跡
と
似
て
い
て
、
軍
事
面
の

他
に
行
政
施
設
と
し
て
の
性
格
が
強
く
有
し
て
い
た

よ
う
で
す
。 

  

７ 

発
掘
さ
れ
た
山
形
の
城
館
跡 

《
図
６
》 

近
年
は
、
戦
国
時
代
末
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
も

考
古
学
的
な
成
果
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
酒
田
市
の
亀
ヶ
崎
城
跡
は
、
鶴
ヶ
岡
城
を
本

城
と
す
る
庄
内
藩
の
支
城
で
す
。
最
上
義
光
に
よ
っ
て

改
名
さ
れ
る
前
は
東
禅
寺
城
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。 

城
跡
の
中
心
部
は
現
在
県
立
酒
田
東
高
等
学
校
の

敷
地
と
な
っ
て
お
り
、
校
舎
改
築
に
関
連
し
て
、
亀
ヶ

崎
城
跡
の
本
丸
と
二
の
丸
部
分
の
発
掘
調
査
を
、
二
○

〇
四
・
五
年
に
県
が
実
施
し
ま
し
た
。
発
掘
調
査
で
は
、

整
地
層
の
間
か
ら
木
製
の
遺
物
が
多
量
に
出
土
し
ま

し
た
。《
図
６
》
左
下
の
よ
う
な
下
駄
、
櫛
、
羽
子
板
、

木
製
容
器
、
茶
道
具
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
と
く
に
注
目

さ
れ
る
の
は
「
慶
長
五
（
一
六
〇
〇
）
年
七
月
、
な
ま

り
玉
（
鉄
砲
の
弾
）
弐
千
、
志
田
修
理
亮
」
と
書
か
れ

た
木
簡
が
出
土
し
た
こ
と
で
す
。
関
ヶ
原
の
合
戦
が
行

わ
れ
た
の
は
こ
の
年
の
九
月
な
の
で
、
そ
の
二
カ
月
前

に
米
沢
の
上
杉
家
直
江
兼
続
が
部
下
の
酒
田
の
城
主

志
田
修
理
亮
に
大
量
の
鉄
砲
の
玉
を
送
っ
た
緊
張
状

態
を
示
す
貴
重
な
資
料
で
す
。 

 

こ
の
ほ
か
山
形
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
、
山
形
城

跡
の
発
掘
調
査
が
継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
復
元

整
備
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
山
形
城
跡
の
本
丸
や
二
の

丸
か
ら
は
、
多
く
の
瓦
や
礎
石
建
物
跡
、
石
垣
、
堀
の

跡
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
山
形
城
跡
の
時
期
的
な

変
遷
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

山
形
県
の
古
代
史
発
掘
は
、
こ
の
四
十
五
年
間
で
大

き
な
成
果
を
上
げ
て
お
り
、
今
後
は
そ
の
成
果
を
県
民

に
広
く
公
開
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。 

   

《 図５》 

《 図６》 

④ 



       

三
年
前
の
平
成
二
十
七
年
七
月
一
日
、
農
村
文
化
研

究
所
の
阿
部
宇
洋
氏
（
現
山
形
大
学
講
師
）
よ
り
、
特

高
（
特
別
高
等
警
察
）
関
係
資
料
の
県
内
残
存
状
況
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
米
沢
市
か
ら
見
つ
か
っ
た
「
昭

和
十
六
年 

特
高
警
察
講
義
要
綱 

特
高
（
朱
書
き
）」

と
厚
紙
表
紙
が
付
け
ら
れ
た
史
料
の
写
真
提
供
が
あ

り
ま
し
た
。
山
形
県
史
編
さ
ん
時
の
収
集
資
料
を
保
管

す
る
本
室
に
は
、
「
特
高
警
察
執
務
心
得
」
、
「
特
高
警

察
例
規
」
、
「
山
形
県
社
会
運
動
史
」
、
「(

米
軍
没
収
文

書)

山
形
特
高
警
察
関
係
」
な
ど
の
史
料
、
高
島
真
著

『
特
高
Ｓ
の
時
代
』
な
ど
の
研
究
書
が
あ
り
ま
す
が
、

近
代
・
現
代
史
編
さ
ん
の
重
要
な
側
面
を
担
う
警
察
内

部
の
資
料
は
受
け
継
が
れ
て
い
ま
せ
ん
。
『
山
形
県
警

察
史
』
上
巻
・
下
巻
・
第
三
巻
な
ど
で
典
拠
と
し
た
資

料
の
所
在
は
、
現
在
は
不
明
の
ま
ま
で
す
。 

 

提
供
い
た
だ
い
た
「
特
高
警
察
講
義
要
綱
」
に
は
、

二
つ
の
史
料
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、
「
特
高

関
係
講
義
概
要
」
と
表
紙
書
き
さ
れ
た
史
料
で
、
表
紙

裏
の
目
次
を
除
い
て
、
七
十
七
ペ
ー
ジ
（
空
白
ペ
ー
ジ

を
含
む
）
に
及
ぶ
謄
写
版
印
刷
物
で
す
。
表
紙
に
は
、

他
に
「
楯
岡
警
察
署
特
高
内
勤
」
と
手
書
き
さ
れ
、「
特

高
収 

1
6
.3

.2
2
.  

第1
1

6

號
」
の
印
書
き
や
主
任
・

巡
査
部
長
・
警
部
補
・
署
長
の
回
覧
印
、
「
部
外
秘
」

の
朱
印
が
付
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
目
次
」
は
次
の
一
四
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

一
、
三
綱
領 

 
 

 
 

 
 

桂
定
治
郎 

 

二
、
皇
国
警
察
ノ
使
命 

 
 

荒
井
尚 

 

三
、
警
察
訓
十
二
則 

 
 

 

松
井
茂 

 

四
、
左
翼
宗
教 

 
 

 
 

 

吉
川
事
務
官 

 

五
、
国
家
主
義
運
動 

 
 

 

上
村
事
務
官 

 

六
、
労
働
農
民
経
済 

 
 

 

川
口
事
務
官 

 

七
、
外
事 

 
 

 
 

 
 

 

米
沢
事
務
官 

 

八
、
出
版
警
察 

 
 

 
 

 

瓜
生
事
務
官 

 

九
、
新
聞
検
閲 

 
 

 
 

 

門
叶
事
務
官 

 
十
、
フ
ィ
ル
ム
検
閲 

 
 

 

中
野
事
務
官 

 

十
一
、
産
業
報
国
運
動 

厚
生
省 

坂
本
事
務
官 

 

十
二
、
転
業
対
策 

 
 

商
工
省 

総
務
課
長 

 

十
三
、
国
際
情
勢 

 
 

情
報
局 

石
井
第
三
部
長 

 

十
四
、
大
政
翼
賛
会 

 
 

 
 

 

清
水
組
織
部
長 

 

こ
れ
ら
の
本
文
は
、
各
項
目
下
に
記
さ
れ
て
い
る
担

当
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
講
義
を
お
こ
な

う
た
め
の
概
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
実
際
に
こ
の
史
料
が

使
用
さ
れ
た
日
付
は
不
明
で
す
が
、
本
文
中
の
記
述
の

う
ち
、「
四
、
左
翼
宗
教
」
の
「（
左
翼
）
共
産
主
義
運

動
」
の
項
に
「
国
内
共
産
主
義
運
動
ノ
現
況 
昭
和
十

四
年
三
〇
〇
名 

同
十
五
年
六
三
二
名 

同
十
六
年

一
〇
六
名
（
二
月
五
日
迄
）
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭

和
十
六
年
二
月
五
日
か
ら
三
月
二
十
二
日
ま
で
の
間

に
絞
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

講
義
内
容
の
一
つ
一
つ
は
、
こ
こ
で
は
触
れ
ま
せ
ん

が
、
注
目
し
た
い
の
は
、「（
左
翼
）
共
産
主
義
運
動
」

の
中
の
「
最
近
ノ
事
犯
」
の
記
述
で
す
。
具
体
的
に
は
、 

再
建
準
備
委
員
会
カ
持
タ
レ
テ
居
ル 

東
大
内
ノ
学
生
グ
ル
ー
プ
（
八
〇
名
） 

生
活
主
義
教
育
運
動
（
山
形
、
村
山
俊
太
郎
） 

松
本
高
校 

姫
路
高
校 

香
川
高
商
ノ
事
件 

北
海
道
ノ
小
学
校
教
員
ノ
事
件 

京
都
帝
大
内
ニ
於
ケ
ル
党
再
建
グ
ル
ー
プ 

広
島
文
理
大
ノ
事
件 

と
九
つ
の
事
例
が
列
挙
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
物
名
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
山
形
の
「
村
山
俊
太
郎
」
の

み
で
、
村
山
俊
太
郎
と
い
う
人
物
が
、
こ
の
時
期
の
特

高
警
察
・
部
内
研
修
に
お
い
て
特
別
に
重
要
な
存
在
で

あ
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
聴
講
者
に

よ
る
も
の
か
、
朱
書
き
で
波
線
と
「
北
村
山
郡
山
口
村
」

の
書
き
込
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

村
山
俊
太
郎
は
、
山
形
県
の
小
学
校
教
員
で
、
童
謡

や
詩
へ
の
関
心
を
高
め
な
が
ら
、
や
が
て
、
雑
誌
『
綴

方
生
活
』
の
同
人
ら
と
の
出
会
い
か
ら
、
教
育
観
・
綴

方
実
践
観
を
変
え
て
い
き
ま
す
。
他
方
、
マ
ル
ク
ス
主

〈
史
料
紹
介
〉 

 
「
特
高
警
察
講
義
要
綱
」 

⑤ 



義
教
育
の
学
習
を
進
め
、
昭
和
六
年
に
仲
間
と
と
も
に

「
日
本
教
育
労
働
者
組
合
」
の
山
形
支
部
を
結
成
し
ま

す
。
昭
和
七
年
、
そ
の
こ
と
が
理
由
で
、
検
挙
・
免
職

の
弾
圧
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
『
日
刊
山
形

新
聞
』
記
者
時
代
を
経
て
、
昭
和
十
二
年
に
再
び
教
壇

に
立
ち
、
生
活
綴
方
な
ど
の
教
室
実
践
に
精
力
を
注
ぎ

ま
し
た
。
や
が
て
、
日
本
の
戦
時
体
制
と
教
育
の
軍
国

主
義
化
が
進
む
中
、
昭
和
十
五
年
、
再
び
検
挙
さ
れ
た

村
山
は
、
一
年
を
超
え
る
留
置
場
勾
留
を
強
い
ら
れ
た

後
に
、
未
解
決
取
調
中
の
ま
ま
刑
務
所
に
投
獄
さ
れ
ま

す
。
そ
の
後
、
病
気
の
た
め
に
保
釈
さ
れ
、
昭
和
十
七

年
に
は
治
安
維
持
法
違
反
実
刑
五
年
の
判
決
が
出
さ

れ
ま
す
が
、
入
獄
を
延
期
し
た
ま
ま
敗
戦
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
村
山
は
、
戦
後
、
教
員
組
合
運
動
や

指
導
な
ど
に
尽
力
し
ま
す
が
、
昭
和
二
十
三
年
、
病
気

の
た
め
四
十
三
歳
で
世
を
去
っ
て
い
ま
す
。 

 

内
務
省
警
保
局
保
安
課
が
毎
月
発
行
し
て
い
た
『
特

高
月
報
』
の
昭
和
十
五
年
二
月
分
に
は
、
村
山
が
二
度

目
に
検
挙
さ
れ
た
時
の
こ
と
を
、
冒
頭
の
「
運
動
状
況
」

「
概
説
」
に
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。 

山
形
県
に
於
い
て
は
小
学
校
教
員
を
中
心
と
す
る

生
活
主
義
教
育
運
動
は
曩
（
さ
き
）
に
潰
滅
せ
る
全
協

一
般
使
用
人
組
合
教
育
労
働
部
の
流
を
汲
む
、
所
謂

（
い
わ
ゆ
る
）
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
リ
ア
リ
ズ
ム
の
極
め
て

巧
妙
な
る
擬
装
な
る
こ
と
判
明
し
た
る
を
以
て
小

学
校
訓
導
村
山
俊
太
郎
外
二
名
を
検
挙 

                          

 

留
置
場
勾
留
の
間
、
村
山
は
執
拗
な
取
り
調
べ
を
受

け
、
自
己
の
学
習
内
容
と
理
論
を
「
調
書
」
に
ま
と
め

さ
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
頃
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
村
山

士
郎
（
俊
太
郎
の
四
男
）
著
『
村
山
俊
太
郎 

教
育
思

想
の
形
成
と
実
践
』
に
考
察
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
村
山
ら
の
取
り
調
べ
を
基
に
、
特
高
の
全
国

的
取
締
り
が
展
開
し
ま
す
。
昭
和
十
五
年
十
一
月
分
の

『
特
高
月
報
』
に
は
、
「
村
山
等
と
極
め
て
密
接
の
関

係
に
在
り
た
る
を
以
て
、
取
敢
ず
本
月
二
十
日
北
海
道

及
秋
田
、
宮
城
の
各
県
に
於
て
関
係
者
十
二
名
を
検
挙

し
目
下
取
調
中
」
と
記
さ
れ
、
同
年
十
二
月
分
に
は
、

「
東
北
地
方
の
第
二
次
検
挙
に
続
き
（
十
一
月
々
報
参

照
）
本
月
四
日
警
視
庁
に
於
て
雑
誌
「
生
活
学
校
」
の

中
心
人
物
戸
塚
廉
外
二
名
を
、
十
一
日
山
形
県
に
於
て

永
沢
一
明
外
四
名
を
検
挙
し
目
下
取
調
中
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
調
べ
か
ら
、
昭
和
十

六
年
一
月
分
に
は
、「
北
海
道
当
局
に
於
て
は
（
略
）
村

山
俊
太
郎
一
派
の
（
略
）
鋭
意
取
調
べ
た
る
結
果
（
略
）

本
月
十
日
以
降
（
北
海
道
綴
方
教
育
連
盟
）
関
係
者
五
十
二

名
を
検
挙
し
目
下
厳
重
取
調
中
」
と
の
記
事
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
年
八
月
分
に
は
、
「
生
活
学
校

事
件
関
係
者
村
山
俊
太
郎
の
取
調
に
基
く
香
川
県
下

に
於
け
る
同
事
件
関
係
者
（
略
）
引
続
き
内
偵
中
の
處
、

八
月
二
十
日
に
至
り
検
挙
し
た
る
が
、（
略
）
其
の
思
想

的
影
響
並
容
疑
行
動
等
認
む
べ
き
も
の
な
き
事
判
明

せ
る
を
以
て
、
所
轄
検
事
の
指
揮
に
よ
り
厳
重
戒
諭
の
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上
釈
放
せ
り
」
と
の
記
事
も
見
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
村
山
の
検
挙
・
取
り
調
べ
は
、
当
時
の
特
高

警
察
に
と
っ
て
大
き
な
成
果
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
、
推
測
さ
れ
ま
す
。 

 

も
う
一
つ
の
史
料
は
、
「
特
発
第
八
三
二
號
」
と
し

て
、
昭
和
十
六
年
六
月
十
六
日
、
山
形
県
知
事
山
内
継

喜
並
び
に
警
察
部
長
か
ら
、
内
務
大
臣
平
沼
騏
一
郎
並

び
に
各
庁
府
県
長
官
・
管
下
各
警
察
署
長
あ
て
に
出
さ

れ
た
「
治
安
維
持
法
違
反
者
起
訴
収
容
ニ
関
ス
ル
件
」

と
題
さ
れ
た
村
山
俊
太
郎
の
「
公
訴
事
実
（
写
）
」
で

す
。
表
題
に
続
く
文
書
に
は
、 

村 

山 

俊 

太 
郎 

右
者
標
記
事
件
ニ
依
リ
検
挙
一
件
記
録
ハ
所
轄
山

形
地
方
裁
判
所
検
事
局
ニ
送
致
中
ノ
処 

本
月
十

一
日
起
訴 

山
形
刑
務
所
ニ
収
容
セ
ラ
レ
タ
ル
カ 

其
ノ
公
訴
事
実
（
写
）
別
添
ノ
通
リ
ニ
有
之 

右
及
申
（
通
）
報
候
也 

（
管
下
各
警
察
署
長
ニ
ア
リ
テ
ハ
参
考
ニ
資
セ
ラ

ル
ベ
シ
） 

と
あ
り
、
主
任
・
巡
査
部
長
・
警
部
補
・
署
長
の
回
覧

印
が
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
付
表
と
し
て
「
目
的

＝
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
並
党
目
遂
、
関
係
別
＝
北
方
教
育
生

活
学
校
グ
ル
ー
プ
、
検
挙
年
月
日
＝
昭
和
十
五
年
二
月

六
日
、
起
訴
年
月
日
＝
六
月
十
一
日
、
氏
名
＝
村
山
俊

太
郎
、
年
齢
＝
三
十
七
歳
」
の
項
目
が
記
さ
れ
、
手
書

き
メ
モ
で
「
宗
教
干
係 

浄
土
宗
ナ
リ
」「
本
年 

月
ヨ 

                          

リ
俊
太
郎
ノ
妻
村
山
ひ
で
ハ
山
口
村
国
民
学
校
ニ
奉

職
中
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
下
、
「
犯
罪
事

実
」
は
、
第
六
ま
で
挙
げ
ら
れ
、
謄
写
版
印
刷
物
一
〇

ペ
ー
ジ
分
に
及
ん
で
い
ま
す
。 

 

昭
和
十
六
年
十
二
月
二
十
九
日
、
「
山
形
地
方
裁
判

所
予
審
判
事
長
尾
信
」
の
名
で
、
村
山
の
予
審
終
結
決

定
が
出
さ
れ
、
公
判
に
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

そ
の
全
文
が
、
昭
和
十
七
年
一
、
二
月
の
『
思
想
月
報
』

第
九
十
一
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
「
理
由
」

書
を
見
る
と
、
こ
の
度
見
つ
か
っ
た
「
公
訴
事
実
（
写
）」

と
一
言
一
句
ほ
ぼ
同
文
で
あ
り
、
第
五
理
由
（
二
）
の

児
童
作
品
批
判
の
件
の
み
は
、
前
示
認
定
事
実
に
包
括

さ
れ
る
と
し
て
削
除
さ
れ
て
い
ま
す
。
検
挙
か
ら
一
年

を
超
え
る
留
置
場
勾
留
で
の
調
書
を
基
に
作
成
さ
れ

た
「
公
訴
事
実
（
写
）
」
が
、
翌
年
六
月
の
段
階
で
全

国
に
流
布
さ
れ
、
同
年
十
二
月
に
な
っ
て
公
判
に
付
さ

れ
た
経
緯
か
ら
は
、
予
審
調
書
が
そ
の
ま
ま
公
判
に
お

け
る
価
値
の
高
い
証
拠
と
さ
れ
た
戦
前
の
予
審
制
度

の
問
題
点
が
見
え
て
き
ま
す
。 

 

戦
時
体
制
と
軍
国
主
義
の
緊
張
が
日
増
し
に
高
ま

り
、
治
安
維
持
法
が
全
面
改
正
さ
れ
て
、
予
防
拘
禁
制

の
導
入
な
ど
取
締
り
が
拡
大
さ
れ
る
こ
の
時
期
、
そ
の

最
前
線
に
立
っ
て
い
た
特
高
警
察
の
動
向
を
、
地
域
の

中
か
ら
掘
り
起
こ
す
研
究
は
、
引
き
続
き
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

（
前
県
史
資
料
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

山
内 

励
） 

  

⑦ 
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長
井
線
と
左
沢
線
を
結
ぶ
内
陸

循
環
鉄
道
「
左
荒
線
」
は
、
明
治

四
十
五
年
に
建
設
構
想
が
始
ま
っ

た
、
い
わ
ゆ
る
未
成
線
で
す
。 

こ
こ
で
は
、
本
室
併
設
の
山
形

県
公
文
書
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
「
左

荒
線
関
係
綴
」
の
中
か
ら
、
建
設

計
画
を
推
し
進
め
る
期
成
同
盟
会

の
総
会
が
朝
日
町
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
た
折
、
当
時
の
本
県
知

事
が
述
べ
た
祝
辞
原
稿
を
紹
介
し

ま
す
。 

 

文
章
に
用
い
ら
れ
て
い
る
吟
味

さ
れ
た
文
言
か
ら
は
、
県
の
歴
史

や
地
域
の
人
々
の
思
い
を
う
か
が

い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

『

国

鉄

内

陸

循

環

線

促

進

期

成

同
盟
会
の
総
会
に
あ
た
り
、
一
言
お

祝
い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

皆
様
に
は
日
頃
、
本
県
の
交
通
問

題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
格
別
の
御
理

解
と
御
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝

申
し
あ
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
国
鉄
は
目
下
、
国
鉄
再
建

法
に
基
づ
き
、
経
営
の
建
て
直
し
に

努

力

を

傾

注

し

て

い

る

さ

中

に

あ

り
、
ま
た
、
政
府
に
国
鉄
監
理
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、
将
来
の
国
鉄
の
あ

り

方

に

つ

い

て

検

討

が

行

わ

れ

よ

う
と
し
て
い
る
な
ど
、
国
鉄
を
め
ぐ

る

諸

情

勢

は

か

つ

て

な

い

き

び

し

い
環
境
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
本
県
の
鉄
道
は
、

首

都

圏

と

の

交

通

及

び

地

域

間

交

通
に
お
い
て
、
県
民
生
活
に
お
い
て

欠

く

こ

と

の

で

き

な

い

重

要

な

公

共

交

通

手

段

で

あ

る

こ

と

に

変

わ

り
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
県
と
し
て
は
、

こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
に
、
新
幹

線

と

在

来

線

の

接

続

強

化

及

び

地

方

交

通

線

の

運

行

改

善

策

に

つ

い

て
、
運
輸
省
並
び
に
国
鉄
に
対
し
、

こ

れ

ま

で

も

要

望

を

し

て

参

っ

た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

現
在
、
国
鉄
の
再
建
問
題
が
検
討

さ
れ
て
い
る
な
か
に
お
い
て
、
新
線

建

設

を

と

り

上

げ

推

進

す

る

こ

と

は
、
非
常
に
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、
長
井
線
と
左
沢
線
を
結
ぶ
内

陸
環
状
線
構
想
は
、
沿
線
住
民
に
と

っ
て
、
長
年
に
わ
た
る
悲
願
で
あ
り
、

長
期
的
展
望
に
立
っ
た
場
合
、
国
土

の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
り
、
定
住
構

想

に

基

づ

く

地

域

の

治

力

を

養

う

た

め

に

も

整

備

が

望

ま

れ

る

交

通

体
系
の
一
環
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
本
構
想

実
現
の
た
め
、
皆
様
と
共
に
息
を
長

く
し
て
、
実
現
運
動
の
灯
を
掲
げ
て

参
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。 

 
本

同

盟

会

を

構

成

す

る

市

町

及

び

関

係

地

域

の

ま

す

ま

す

の

御

発

展
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。 

昭
和
五
十
八
年
六
月
二
十
八
日 

山
形
県
知
事 

板
垣
清
一
郎
』 

  

《
歴
史
公
文
書
紹
介
》 

『
左
荒
線
関
係
綴
』 

【 

ご
利
用
時
間 

】 

◆ 

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で 

 
 

 
 

 

（
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
） 

◆ 

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
及
び 

年
末
年
始
（

12
月

29
日
～
１
月
３

日
） 

は
閉
室 
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